
口蹄疫口蹄疫口蹄疫口蹄疫やアフリカやアフリカやアフリカやアフリカ豚豚豚豚コレラなどコレラなどコレラなどコレラなど
防疫対策防疫対策防疫対策防疫対策のののの更更更更なるなるなるなる徹底徹底徹底徹底をおをおをおをお願願願願いしますいしますいしますいします!!!!
口蹄疫口蹄疫口蹄疫口蹄疫やアフリカやアフリカやアフリカやアフリカ豚豚豚豚コレラなどコレラなどコレラなどコレラなど
防疫対策防疫対策防疫対策防疫対策のののの更更更更なるなるなるなる徹底徹底徹底徹底をおをおをおをお願願願願いしますいしますいしますいします!!!!

中国中国中国中国におけるにおけるにおけるにおける春節春節春節春節やロシアでのやロシアでのやロシアでのやロシアでの冬季冬季冬季冬季オリンピックのオリンピックのオリンピックのオリンピックの開催開催開催開催をををを控控控控ええええ、、、、渡航渡航渡航渡航
者者者者などのなどのなどのなどの増加増加増加増加がががが見込見込見込見込まれますまれますまれますまれます。。。。ウイルスのウイルスのウイルスのウイルスの侵入侵入侵入侵入リスクがリスクがリスクがリスクが高高高高まりますのでまりますのでまりますのでまりますので、、、、
海外渡航者海外渡航者海外渡航者海外渡航者がががが農場農場農場農場にににに立立立立ちちちち入入入入らないようにらないようにらないようにらないように注意注意注意注意することすることすることすること、、、、農場訪問者農場訪問者農場訪問者農場訪問者のののの
記録記録記録記録などなどなどなど、、、、飼養衛生管理基準飼養衛生管理基準飼養衛生管理基準飼養衛生管理基準のののの遵守遵守遵守遵守をおをおをおをお願願願願いいいい致致致致しますしますしますします

家畜保健衛生所家畜保健衛生所家畜保健衛生所家畜保健衛生所たよりたよりたよりたより家畜保健衛生所家畜保健衛生所家畜保健衛生所家畜保健衛生所たよりたよりたよりたより 平成25年度 第18号

なお、大規模飼育大規模飼育大規模飼育大規模飼育のののの農場農場農場農場のののの方方方方には飼養衛生管理基準の現地現地現地現地確確確確
認認認認をををを実施実施実施実施させてさせてさせてさせて頂頂頂頂きますきますきますきますので、近日中に家畜保健衛生所から

2013201320132013年年年年はははは以下以下以下以下のののの国国国国でででで発生発生発生発生していますしていますしていますしています
口蹄疫口蹄疫口蹄疫口蹄疫：：：：中国中国中国中国、、、、香港香港香港香港、、、、台湾台湾台湾台湾、、、、モンゴルモンゴルモンゴルモンゴル、、、、ロシアなどロシアなどロシアなどロシアなど
アフリカアフリカアフリカアフリカ豚豚豚豚コレラコレラコレラコレラ：：：：ロシアロシアロシアロシア、、、、ウクライナウクライナウクライナウクライナ、、、、ベラルーシなどベラルーシなどベラルーシなどベラルーシなど
豚豚豚豚コレラコレラコレラコレラ：：：：韓国韓国韓国韓国

山梨県西部家畜保健衛生所山梨県西部家畜保健衛生所山梨県西部家畜保健衛生所山梨県西部家畜保健衛生所
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引引引引きききき続続続続きききき、、、、飼養衛生管理基準飼養衛生管理基準飼養衛生管理基準飼養衛生管理基準のののの遵守遵守遵守遵守をおをおをおをお願願願願いしますいしますいしますいします
＊農林水産省ホームページの「家畜衛生に関する情報」も参考にして下さい
（http://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/katiku_yobo/index.html）

認認認認をををを実施実施実施実施させてさせてさせてさせて頂頂頂頂きますきますきますきますので、近日中に家畜保健衛生所から
日程調整のご連絡を差し上げます。お忙しい中とは存じます
が、ご協力お願い致します

◎牛や豚を飼育する上での衛生管理のポイント

１．病気に関わる最新情報の把握

２．牛舎・豚舎などの飼育区域（衛生管理区域）への病原体の持込みの防止

３．野生動物等からの病原体の侵入防止

４．牛舎・豚舎の衛生状態の確保

５．家畜の健康観察と異状が確認された場合の対処

６．その他（埋却等の準備、立ち入り者の記録など）


